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　一般社団法人日本小児神経学会では，「医療的ケア」研修セミ
ナーを 2004年から毎年開催し，2025年度は新型コロナウイル
ス感染症の終息もあり，5年ぶり徳島県での現地開催としま
す．また，多くの方にご視聴いただくため後日オンデマンド配
信も行います．ぜひご参加ください．

●日　時　2025年 11月 16日（日）　9：00～17：00

●会　場　徳島県医師会館（後日オンデマンド配信あり）
●定　員　現地 160名　オンデマンド受講者定員なし
●対　象　 医療的ケア児（者）の医療・療育・教育・通園通所・

訪問看護などに携わる， 医師・歯科医師・看護師・
保健師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・教
員・保育士・相談支援員など

●参加費　 医師 7,000円，医師以外の医療従事者・支援者等
3,000円，学生 2,000円

　（注：当日の参加申し込みや入金はできません）
●申込受付　2025 年 9月 1日（月）～定員になり次第終了
●申込方法　 一般社団法人日本小児神経学会ホームページ

（https:／／www.childneuro.jp／）から所定のフォーム
を利用してお申込み下さい．

●テーマ　インクルーシブと医療的ケア児支援
●プログラム
1） 小児の気管切開，長期人工呼吸器，適切な管理のために知っ
ておくべきこと

2） 医療的ケア児の経管栄養について　～病院から在宅，在宅か
ら学校へ　それぞれの課題

3） 医療的ケア児のポジショニングを考える　～他職種の視点を
考慮して～

4） 重症児に関わる際に大切にしたいこと
5） 災害対策研修会とファシリテーター養成講座について紹介
6） シンポジウム　「インクルーシブと医療的ケア児支援」

 基調講演：学校で医療的ケア児を受け入れるには　～教員
と看護師の連携から防災まで～
徳島県の医療的ケア児の就学の現状と課題
 訪問看護師からの報告：社会とつながりつづける～医療的
ケア児とともに地域で成長していくために
 医療的ケア児等支援センターが実施した人工呼吸器を装着
した医療的ケア児の就学支援　　～兄弟で同じ学校に通い
たい～
糖尿病専門医師からの報告：学校現場における1型糖尿病児

※ 講演内容などは変更になる場合があります．最新の情報は学
会サイトでご確認ください．（https://www.childneuro.jp/）
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